
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

  

  

な か よ し 
R6 年 6 月 

 

吉 川 つ ば さ 保 育 園 

4日（火）乳児身体測定 

5日（水）幼児身体測定 

6日（木）水害避難訓練 

11日（火）幼児保育参観懇談会 

★お知らせ★ 

●園からのご連絡は基本職場にかけさせていただいています。指定の連絡先を希望されていても電話に 

お出にならない場合は職場にかけさせていただきますのでご了承いただき、必ず連絡が取れる番号をお

知らせください。連絡が取れないことが続きましたら、他の連絡先の追加のお願いをご相談させていた

だきます。 

 

●勤務形態に変更が生じた場合は必ず職員にお知らせください。 

 

●7 月から 8 月の間に個別面談があります。日にちのご調整をしていただき玄関の表にご記入をお願い

いたします。 

 

●必ず保育園に持ってきている物すべてにお名前をお書きください。みなさんで「落とし物ゼロ！」に

していきましょう。 

 

●朝雨が降っていても日中晴れて外遊びを行う場合がございます。長靴で登園され、園に運動靴を置い

ていないお子様は登園の際に運動靴をご用意ください。 

 

●靴下を履いて登園されないお子様は必ず園に靴下をお持ちいただくか、洋服入れに入れておいていた

だきますようお願いいたします。 

 

●看護師、岩田尚美は 5 月末で退職いたしました。6 月 10 日から看護師として小川好子（おがわよし

こ）が入職します。 

13 日（木）お誕生会 

★10 時 20 分から行います 

 5 分前にお越しください★ 

20 日（木）避難・消火訓練 

27 日（木）防犯教室 

6/20の避難訓練について 

避難訓練は色々な時間帯の避難を想定しており、今月は夕方の時間に訓練を設定しています。お迎え時

間に訓練が重なりましたら保護者の方も一緒に避難訓練を行っていただきたいと思います。引渡し訓練

ではありません通常通りお迎えをお願いします。 

「避難訓練時にお迎えに来た時の保護者の方へのお願い」 

地震の放送があったら安全マーク（各クラスのニコニコマーク）の下にしゃがんで頭を守り、子ども達

の安全確保をお願いします。 

① 火災の放送又は大声通報があったら窓から靴を履いて園庭の南門前に避難する。保育者と一緒に子

どもの避難誘導をお願いします） 

② 避難したら園児の後方で待機する。 

※小さいクラスのお子様で、保護者様を見て泣いてしまう等がありましたら引き渡させていただき

ます。お子様と一緒に避難をお願いします。 



《 保育目標 》 

ひよこ組 ○保育者と一緒に好きな場所で探索活動を楽しむ。 

〇安心した環境の中で自分の気持ちを表現する。 

たんぽぽ組 〇梅雨期の衛生面に気をつけ、快適に過ごす。 

      〇保育者に見守られながら自分の身の回りの事をやってみようとする意欲をもつ。 

すみれ組 〇友達や保育者の名前を呼び親しみを持ちながら楽しく過ごす。 

〇身の回りの事を自分で出来た時、共に喜び自信につなげていく。 

さくら組 〇梅雨時期の自然を見たり触れたりする中で興味や関心を持つ。 

〇遊びや活動を通して友達と関わる中で、相手の気持ちを知ろうとする。 

ひばり組 〇生活や遊びにはルールがあることがわかり守ろうとする。 

〇梅雨時期の衛生に配慮しながら気持ちよく過ごせるようにする。 

つばめ組 〇ルールを守りながら、お友達と楽しさを味わう。 

〇梅雨の自然を知り、天気の変化や雲の動きなどに興味を持つ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの大事な“気まぐれ”を応援しよう！ 

〜夢中な時間が育む「想像力」「集中力」「探究心」〜 

  

 子どもたちは日々の生活の中でたくさんの「初めて」に出会い、精一杯向き合っています。子ど

もたちが初めてのモノやコトに出会った時、目をキラキラと輝かせて夢中になっている姿が可愛

らしいですよね。「もうおしまいだよ」と言われてもやめられないことがあると思います。子ども

たちが大人の声を聞き入れられないほど夢中になっている時があるとすれば、「想像力」「集中力」

「探究心」を育んでいる真っ最中なのです。集中力が続かず、途中でやめてしまうこともあるかも

しれません。ただ、子どもたちにとっては毎日の生活は興味津々なことに囲まれていて、目移りす

るのは当たり前のこと！大人には中途半端に見える時もありますが、そんな時こそ大人の声かけ

でその先に興味を見出すことができるかもしれません。途中で投げ出しても、興味のあることには

必ず戻ってきます。特に幼児期ではブロック遊び、製作遊び、などだけでなく、生活そのものが遊

びとも言えます。お手伝いや食事、身支度している時でも、子どもが目をキラキラさせて夢中にな

っている瞬間があるかもしれません。日々の行動から、何に興味があるのか、何に目を輝かせてい

るのかじっくり見極め、その子の“らしさ”を応援してあげてくださいね！ 

  

 

子育て支援担当より 

おさがり会 

6/1（土）におさがり会が開催されたくさんの方に来ていただきました。参加された方同士、おし

ゃべりをしたりと交流の場にもなれたようでよかったです。次回、冬物のおさがり会を予定してい

ますのでご興味のある方ぜひご参加ください。 

今回開催にあたり、洋服のご寄付をしていただきありがとうございました。 


